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周波数割当計画の一部を変更する告示案に係る意見募集 

－920MHz 帯アクティブ系小電力無線システムの宇宙利用－ 

に対して提出された意見及び当該意見に対する総務省の考え方 
 

 

■ 意見募集期間：令和７年 12 月 20 日（土）から令和８年１月 23日（金）まで 

 

■ 意見提出件数：４件 （法人・団体：３件、個人：１件） 

※ 意見提出件数は、意見提出者数としています。 

 

■ 意見提出者： 

No. 意見提出者 

１ プラネットセンス株式会社 

２ 個人 

３ オーシャンソリューションテクノロジー株式会社 

４ 株式会社アークエッジ・スペース 
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No 
意見提出者 

（順不同） 
提出された意見（全文） 総務省の考え方 

提 出 意

見 を 踏

ま え た

案 の 修

正 の 有

無 

全般に関するご意見 

１ プラネットセ

ンス株式会社 

本告示案において、現行システムに対する影響の懸念は小さ

く、宇宙利用への規制緩和の効果は大きいと考えるため、本総

務省告示案に賛同する。 

 

理由 1: 現行の無線設備技術基準を変更しない前提で、現行シ

ステムと共用可能という評価も情報通信審議会でなされてお

り他に大きな懸念も見当たらない。また、 ITU無線通信規則と

の整合性の解釈も妥当と思われる。 

 

理由 2: 気候変動に端を発する海洋上および山岳地帯での災害

リスクは加速度的に増加しており、その地域に対するセンシン

グネットワークの構築は急務である。オフグリッドでのセンシ

ングを行うには低消費電力である LPWA が最適と考えられ、地

上網と補完した広域ネットワークを構築することができるた

め宇宙利用への規制緩和に期待する。 

賛同の御意見として承ります。 無 

２ 個人 LPWAのカバーエリアを拡大でき、周波数の有効利用に資するた

め改正案に賛同いたします。 

 

なお、改正案の脚注 J106A中「移動業務に密接な関係を有する」

とは、例えば陸上等の移動業務のエリアを補完するような移動

衛星業務は含まれるが、LPWA を移動衛星業務のみで使用する形

態は含まれないとの理解で正しいでしょうか？ 

賛同の御意見として承ります。 

ご質問の点については、変更案の国内周波

数分配の脚注 J106Aに記載している小電力業

務用の無線局と同一の技術基準の無線設備を

用いることにより、密接な関係を有するもの

に該当すると考えます。 

無 

３ オーシャンソ

リューション

賛同の方針とする。 

 

賛同の御意見として承ります。 無 
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テクノロジー

株式会社 
理由 1: 現行の技術適合を受けた無線設備から放出される電波

が宇宙空間へ電波伝搬をした場合として、地上に於ける他の無

線設備への影響は特段変化が起きない為 

宇宙空間に於いて到達した電波の受信を妨げる必要性は無い

と考える。 

 

理由 2: 特に９２０MHｚ帯を用いた、LPWA通信は携帯電波がカ

バーしきれないエリアを極めて低コストでセンシングデータ

の送信が可能となるため、 

今後の宇宙空間に於ける広範囲な面での受信については、大き

な効果が期待できる。 

ワークを構築することができるため宇宙利用への規制緩和に

期待する。 

４ 株式会社アー

クエッジ・ス

ペース 

特定小電力無線局が送信する電波を人工衛星で受信すること

を可能とする制度整備については、地上通信インフラが未整備

な地域における IoT利活用を促進する観点から、有意義であり

賛成いたします。防災、環境監視、社会インフラの遠隔監視等

の分野において、低消費電力端末を用いた衛星 IoTは重要な手

段となり得ます。一方で、最大出力 20 mWの特定小電力無線局

による衛星受信は、通信余裕が小さく、実運用においては受信

成立条件が限定的となる可能性があります。このため、サービ

スとして成立するユースケースや適用可能エリアが限定され

る点については、今後の検証・検討が重要と考えます。なお、

将来的な検討事項として、同じ周波数を使用する最大出力

250mW の陸上移動局についても、新たな影響を及ぼすものでは

ないと考えられますので、宇宙通信で利用できるよう検討して

いただきたい。また、欧州においては ECC Decision (25)02 等

により、人工衛星からの送信を含む周波数利用の検討が進めら

れています。日本においても、国際的な動向を踏まえた継続的

な議論の場が設けられることを期待いたします。 

賛同の御意見として承ります。 

また、250mW の陸上移動局については、今

後の施策の参考とさせていただきます。 

無 

 


